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第４学年 算 数 科 学 習 指 導 案 

 

 

研究主題（市教研算数部会主題） 

 

 

 

１ 単元名 面積 

 

２ 単元について 

（１） 学習内容 

 本単元では、面積の概念を理解し、面積の単位を知るとともに、長方形や正方形の面積の

公式を知り、それらを求めることを大きな目標としている。このことは新学習指導要領２内

容Ｂ（４）に関する指導項目によるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     これまでに児童は、長さ、かさ、重さなどの量に細かい段階を踏んで学習を進めてきている。

また、本単元の「広さ」という抽象的な概念については第１学年で学習している。 

     本単元では、日常における「広い」「せまい」という定性的な見方から、「面積」という概念

を通じて定量的な見方へと切り替えていくことになる。ここでは、広さについても数で表すこ

とができること、また、その表し方について理解させることが目標となる。第１小単元では、

測定の原理に基づいて、面積の概念理解を図るとともに、普遍単位㎠を導入する。次に、長方

形や正方形の面積の公式をつくる指導を行う。第２小単元では、複合図形の面積を求める問題

を扱い、問題解決の際に既習事項を想起して、児童の多様な考え方を引き出しながら、それを

活用する力を伸ばしていく。第３小単元では、単位㎡、㎢、ａ、ｈａを扱う。実生活と関連付

け、大きな面積についての必要性を引き出したうえで、㎡→ａ→ｈａ→㎢という大きな面積の

単位の関係を理解できるようにすることが大切である。以上のように、基礎・基本としての面

積の概念や長方形や正方形の面積の公式を活用することで、その理解を深めていく展開となっ

ている。 

     本時では、複合図形の面積の求め方を工夫して考え、その考え方を友達に説明する伝え合い

数学的に考える資質・能力を育むための算数学習のあり方 

（１） 平面図形の面積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア） 面積の単位（㎠、㎡、㎢）について知ること。 

（イ） 正方形及び長方形の面積の計算による求め方について理解すること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

  （ア）面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の面積の求め方を考えるとと

もに、面積の単位とこれまで学習した単位との関係を考察すること。 
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を通して、複合図形の面積の求め方を理解することをねらいとする。まず、問題把握の場面で、

長方形や正方形ではない面積を、長方形や正方形の面積の公式を使って求めるにはどうしたら

よいか全体で考え、複合図形から長方形や正方形を見出せばよいことに気付かせ、見通しがも

てるようにする。自力解決の時間では、自分の考えが整理できて伝えやすくなるようにするた

めに、図と言葉と式を書き込めるワークシートを渡し、自分の考えをそこに書き留めるように

する。そうすることで、友達と伝え合う際にも、友達の考えと自分の考えを比較しやすくなる

と考える。この時、ワークシートの複合図形に合う大きさの長方形と正方形のカードを用意し、

児童の実態に応じてそのヒントカードを渡す。そのカードを実際に紙の上に重ねることで、長

方形や正方形を見つけ出せるような手立てをとる。そうすることで、苦手意識をもつ児童も見

通しがもて、「やってみよう」と意欲的に取り組むことができると考える。比較検討の際には、

友達の考え方を、ワークシートに書いた式や図をヒントに考える活動を取り入れることで、多

様な考え方に触れることができるようにするとともに、説明することに苦手意識をもつ児童も、

自分の考えを伝えることができるようにする。本単元での学習を通して、多様な見方・考え方

を育て、多様な考え方を知る楽しさに気付くとともに、友達と自然に考えを伝え合う児童の姿

を目指したい。 

 

（２） 既習との関連 

 １年                       ４年 

 

 

 

 

 

 

                           ５年 

 

 

 

 

  

〇大きさくらべ 

・面積の意味や測定についての素地 

 的活動 

 

〇面積 

・三角形、平行四辺形の面積の求め方 

・ひし形、台形の面積の求め方 

 

〇面積 

・面積の単位 

・長方形、正方形の面積の求め方 

・複合図形の面積 
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３ 単元の目標 

  面積の概念を理解し、面積の単位を知る。また、長方形や正方形の面積の求め方を知り、それらを求

めることができる。 

関心・意欲・態度 長方形や正方形の面積を表すことに関心をもち、長方形や正方形の求積

公式を利用して、身の回りにあるものの面積を求めようとする。 

数学的な考え方 長方形や正方形の求積の仕方を考えることができるとともに、工夫して

面積を求めることができる。 

技能 求積公式を用いて、いろいろな長方形や正方形の面積を適切な単位を選

んで求めることができる。 

知識・理解 面積の概念を知り、面積の単位㎠、㎡、㎢、ａ、ｈａがわかる。また、

長方形や正方形の求積公式を理解する。 

 

４ 指導計画（１０時間扱い） 

小単元 時 主な学習活動と内容 

指導と支援の手立て 

評価規準 

課題設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

〇長方形と正方形の形を写し取って重

ねたり、敷石の数を数えたりして、

どちらが広いか比べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇広さを数で表す方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

〇長方形や正方形の面積を計算で求め

る方法を考える。 

・数の大小によって比較することの

よさに気付けるように、長方形と

正方形を重ね合わせて比べる方法

と、敷石を数えて比べる方法を取

り入れる。 

関花壇の広さを比べようとしてい

る。 

知重ね合わせる方法に比べて、敷石

を用いて数値化して比べるよさを

理解する。 

 

・広さも数で表せるという前時の学

習を想起できるように、２つの形

が何ｃｍ方眼の上にあるか問いか

ける。 

知面積の単位㎠を知る。 

技１㎠を単位にして面積を求めるこ

とができる。 

 

・児童に応じて、縦に何個、横に何

個並んでいるのかを確認しながら

式に書くように助言する。 
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考面積をかけ算の意味に基づいて考

えることができる。 

知面積の公式を理解することができ

る。 

２ 面積の求め

方の工夫 

４ 

本

時 

 

 

 

 

 

 

〇長方形でも正方形でもない形の面積

を、面積の公式を使って工夫して求

める。 

 

 

 

 

 

 

・面積においても加減ができるとい

うことをより実感できるように、

図形に補助線を引くだけではな

く、実際に切ったり元に戻したり

できるようにする。 

考複合図形の面積の求め方を考える

ことができる。 

技面積の公式を使って、複合図形の

面積を求めることができる。 

３ 大きな面積 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

〇長さの単位がｍの時の面積の表し方

を考える。 

 

 

 

 

 

 

〇１㎡と１㎠の関係について調べ、長

さの単位が異なる場合の長方形の面

積を求める。 

 

 

 

 

 

 

〇１㎡の正方形をつくって、いろいろ

な広さを調べる。 

 

 

 

 

 

 

・必要感をもって学習に取り組める

ように、実際にいつも使っている

教室の面積を求めることを問題と

して提示する。 

知面積の単位㎡を知る。 

技長方形や正方形の面積を㎡単位で

求めることができる。 

 

・単位をそろえて計算するというこ

とに気付けるように、児童に応じ

て、問題の「何㎡か」と聞かれて

いる部分に着目するように助言す

る。 

知１㎡と１㎠の関係を理解できる。 

技長さの単位をそろえて計算でき

る。 

 

・１㎡の広さの感覚を養えるように、

何人乗れるかなどという体験的な

活動を取り入れる。 

技１㎡の正方形をつくることができ

る。 

関１㎡の広さを調べる活動に関心を

もって活動している。 
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８ 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

１

０ 

〇長さの単位がｋｍの時の面積の表し

方を考える。 

 

 

 

 

 

 

〇ａ、ｈａを使って面積を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習内容の理解を確認する。 

・１辺１ｋｍの正方形で考えればよ

いことに気付けるように、㎡の定

義を想起させる。 

考１辺１ｋｍで考えればよいことが

わかり、面積の単位㎢を知る。 

技長方形の面積を㎢の単位で求める

ことができる。 

 

・実感を伴ってａという広さを理解

できるように、校庭を使って１ａ

の正方形をかく活動を取り入れ

る。 

知ａ、ｈａを理解している。 

技ａ、ｈａを使って面積を表すこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の指導 

（１） 検証の視点 

  視点２（思考力・判断力・表現力を育む工夫） 

 

  

   本時では、前時で学習した長方形と正方形の面積を求める公式を使って、複合図形の面積の求め方

を考える。複合図形をいくつかの長方形や正方形にわけて考えたり、大きな１つの長方形として捉え、

余分な部分を引いて考えたりと、面積の求め方を工夫して、その考え方を説明することがねらいであ

る。本学級の児童の実態から、本時で提示する複合図形は、「長方形と長方形」「長方形と正方形」「大

きな長方形」の３つの捉え方ができるように教科書の掲載されている複合図形と同じ辺の長さを設定

する。初めて複合図形に出会う本時では、あえて３つの考え方にしぼることで、どの児童も、複合図

形の場合も長方形や正方形として捉えれば面積を求められるということを理解できると考える。なお、

ここでは以下のことを身に付けさせたい。 

  ・面積の公式を使って、複合図形の面積を求めること。 

  ・自分の考えを図や言葉や式を用いて伝え合うこと。 

   これらの力を身に付けることができるようにするために、本時における「数学的な見方・考え方」「数

数学的な表現を用いて互いに自分の思いや考えを伝え合うことで、思考力・判断力・表現力を育む 
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学的活動」を以下のように捉えることとする。 

  ＜数学的な見方・考え方＞ 

   複合図形を、すでに習った図形の組み合わせと捉え、根拠をもとに筋道を立てて考えたり、統合・

発展的に考えたりする。 

  ＜数学的活動＞ 

   複合図形の面積の求め方を考え、図や言葉や式を用いて表現し、自分の考えを伝え合ったり、友達

の考えた複合図形の分け方を見て、どのように考えたのか思考の過程を読み取ったりする活動。 

 

   これらの視点に迫るために、以下のような手立てを取り入れる。 

 

  手立て① 図と言葉と式を対応させて書けるワークシートの工夫  

   本時では、複合図形の面積の求め方を図や言葉や式を用いて表現し、自分の考えを友達と伝え合う

数学的活動を取り入れる。本学級の児童は、友達に自分の考えを伝えることや、友達の考えを聞くこ

とをすきだと感じている児童が半数以上である。しかし、自分の考えをもっていても、説明すること

に苦手意識をもっていたり、自信がもてなかったりで、友達に伝えることに抵抗がある児童もいる。

また、答えはわかっても、どうしてそうなったのか思考過程を聞かれるとうまく説明できず答えられ

ないという児童もいる。そうした児童も、自分の考えを友達と伝え合う時に、ワークシートをもとに

図と言葉と式で説明することができるようにするために、問題と同じ複合図形の図と、どんな形にわ

けたかを言葉で書くスペースと、式と答えを書くスペースを１枚にまとめたワークシートを用意する。

そうすることで、自分の考えが整理できて伝えやすくなるとともに、友達の考えと自分の考えを比較

しやすくなると考える。また、式を書く際にどの形で分けたのかを計算したのかわかるように、赤と

青で色分けをするように伝えることで、視覚的にわかりやすくなると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手立て② 友達の思考の過程を読み取る場の設定 

   自分の考えを伝えるだけではなく、友達がどのように考えたのか思考の過程を読み取る算数的活動

を取り入れることで、様々な数学的な見方・考え方が養われると考える。算数に苦手意識をもつ児童

 

 

 

言葉 

 

式 

 

 

答え 

 

 

 

 

 

言葉 

 

式 

 

 

答え 

長方形と長方形 

２×４＝８ 

５×３＝１５ 

８＋１５＝２３ 

 

 ２３㎠ 
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も取り組みやすいように、自分の考えを、友達に問題を出す形で伝える場を設ける。隣同士で、順番

にまずはワークシートの図だけを見せ、相手は複合図形の面積をどのように求めたのかを考える。図

のヒントだけでわからない場合は、どんな形に分けたかの言葉の部分を見せてヒントを出したりしな

がら、問題を出す側は、ワークシートをもとに自分の考え方を友達に伝える活動である。ただ伝え合

うだけではなく、問題を出し合うような活動にすることで、説明することへの抵抗感をもたずに伝え

合うことができると考える。また、全体で共有する前に、友達と考え方を共有することで、全体の中

の何人かだけが発表するのではなく、全員が友達と考えを伝え合い、様々な考え方に触れることがで

きると考える。 

 

  手立て③ 児童の実態に応じたヒントカード 

   本時は、児童が初めて複合図形に出会うところであり、複合図形から長方形や正方形を見つけると

いう思考が必要となる。本学級には、少しでも「わからない」と感じると意欲が低下し、その後の活

動に参加することが難しくなるような、特別な支援を必要とする児童が２名程いる。そうした児童は、

初めて見る形の面積を求めるということに戸惑うことが予想される。どの児童も活動に見通しをもち、

意欲的に活動に取り組むことができるように、児童の実態に応じてワークシートの複合図形に合う大

きさの長方形と正方形のカードを用意し、様子を見てそのヒントカードを渡す。そのカードを実際に

紙の上に重ねることで、長方形や正方形を見つけ出せるような手立てをとる。そうすることで活動に

見通しがもて、「やってみよう」という意欲を高められると考える。 

 

 

 

 

 

（２）本時の目標 

   ・複合図形の面積の求め方を工夫して考えることができる。 

 

（３）本時の評価規準 

  ・複合図形の面積の求め方を考えることができる。（数学的な考え方） 

 

（４） 展開（４／１０） 

過

程 
主な学習活動と内容 指導や支援の手立て（◇評価） めざす児童の姿 

問

題

把

握 

 

 

１ 前時の復習と問題把握 

・ 長方形と正方形の面積の

求め方の復習し、新しい図

形の面積を求めるという

課題をつかむ。 

 

・ 児童が関心をもてるように

複合図形を隠しながら長方

形の部分だけ出したり、正

方形の部分だけ出したりし

て、出し方を工夫する。そ

の時に、長方形と正方の面

・ 長方形と正方形の面積の求

め方を理解している。 
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自 

力 

解

決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ３㎝ 

 

   ４㎝      ５㎝ 

２㎝          

 

 

 

 

 

 

 

 

・ どうしたら求められるか

見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 面積の求め方を考える。 

・ 面積の求め方を考え、ワー

クシートに書きこむ。 

  

        

 

 

 

長方形と長方形 

２×４＝８ 

５×３＝１５ 

８＋１５＝２３   ２３㎠ 

 

        

 

積の求め方も問いかけ、全

体で確認する。 

・ これまでの図形との違いに

気づけるようにするため、

長方形や正方形との違いを

問いかける。 

 

 

 

 

 

 

・ 児童が見通しをもてるよう

に、どうしたら求められそ

うか問いかけ、長方形や正

方形を見つけ出せばよいと

いうことを想起できるよう

にする。 

・ できるだけ簡単な求め方が

よいことを確認する。 

・ スムーズに活動できるよう

に、実物大の方眼付き図形

とワークシートを用意し、

ワークシートの書き方を確

認する。 

 

 

 

・ ワークシートは、実態に合

わせて選べるように２種類

用意しておく。 

 

 

・ 友達と考え方を伝え合う際

に、自分も相手もよりわか

りやすいようにするため、

図形を色分けし、それに対

応する式に色分けして線を

 

 

・ 今までとは違う形の図形に

関心をもち、長方形や正方

形との違いに気付いてい

る。 

（長方形と正方形がへこん

でいるみたい） 

（くつしたみたい） 

（でこぼこしている） 

 

 

・ くつした型の図形から長方

形や正方形を見つけて、で

きるだけ簡単な方法で面積

を求めればよいことに気付

き、見通しをもっている。 

 

 

 

 

 

 

・ 複合図形から長方形や正方

形を見出し、長方形や正方

形の面積の公式を使って、

複合図形の面積を求めてい

る。 

・ 自分ができそうなワークシ

ートを選び、方眼付き図形

を操作しながら自分なりの

考えをもって取り組んでい

る。 

・ 図形とそれに対応する式

に、色分けして線を引くこ

とでわかりやすく考えを表

現している。 

 

くつした型の図形の面積は、どのように求めればよいだろうか。 
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比

較

検

討 

 

 

長方形と正方形 

２×７＝１４ 

  ３×３＝９ 

  １４＋９＝２３  ２３㎠ 

 

        

 

 

 

大きな長方形 

５×７＝３５ 

   ３×４＝１２ 

   ３５－１２＝２３ ２３㎠ 

 

 

 

 

３ 友達の考えた面積の求め

方を、図などのヒントをも

とに考えて、お互いの考え

方を伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 求め方を全体で共有する。 

引くように伝える。 

 

・ 支援を必要とする児童に

は、長方形と正方形のカー

ドを渡し、図形に重ね合わ

せることで、長方形や正方

形が見出せるようにする。 

 

・ 多様な考え方ができるよう

に、早く終わった児童には、

新たにワークシートを取り

にいってよいことを伝え

る。 

◇ 複合図形の面積の求め方

を考えることができる。

（数学的な考え方） 

 

 

 

・ スムーズに活動できるよう

にするために、問題の出し

合い方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 様々な考え方があることに

 

 

・ 長方形と正方形を複合図形

に重ね合わせて、複合図形

の中に長方形や正方形があ

ることに気づいている。 

 

 

・ １つの考え方で面積を求め

ることができたら、他の考

え方もないかと多様な考え

方に目を向けて考えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

・ 問題を出し合って、友達の

考え方を知ったり、自分の

考え方を伝えたりすること

を楽しみにしている。 

・ 友達の考えた面積の求め方

の図を見て、どんな求め方

をしたのか考えている。 

・ 自分の考え方をワークシー

トをもとに、図と言葉と式

を使って説明することがで

きている。 

・ 自力解決が難しくても、友

達の考えを聞いて面積の求

め方を理解できている。 

・ 自分の考え方以外にも、

様々な考え方ができること

に気付いている。 

 

・ くつした型の図形の面積

・隣同士で行う。 

・複数の考えがある人は後か

ら問題を出す。 

（どちらとも一つの場合

は、廊下側の人から。） 

・まずは図をヒントに考え

る。わからなかったら、

できた形をヒントに考え

る。 

・最後に答え合わせとして、

自分の考え方を伝える。 
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５ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

６ まとめと振り返りをする。 

気付けるよう、黒板用の大

きなワークシートにどんな

分け方をしたのか自分の考

えや友達の考えを発表して

もらい、全体で話し合いな

がら空白に当てはまる「で

きた形」や「式」を明らか

にしていくようにする。 

 

・ 多様な考え方ができるよう

に、１つの方法で求められ

たら、別の方法でも求める

ように助言する。 

 

 

 

・ くつした型のような図形の

面積は、方形や正方形に分

けたり、余分な部分を引い

たりして、面積の公式を使

って求められるということ

が理解できるように、児童

の中から出た「長方形や正

方形に分ける」「引く」など

の言葉を使ってまとめをす

る。 

 

 

 

・今日の振り返りができるよう

に、授業でわかったこと、気

付いたことなどの未来の自

分に向けた感想を書く時間

をとる。 

は、長方形や正方形に分け

たり、つぎたしたりして求

めることができるというこ

とを理解している。 

・ 既習の公式を使って、複合

図形の面積も求められるこ

とのよさに気付いている。 

 

 

・ 複合図形を長方形と正方形

に分けたり引いたりして、

面積の公式を使って、複合

図形の面積を求めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 今日の授業を振り返り、新

たにわかったこと、気付い

たこと、考えたことなどを

ノートに書いている。 

 

  

かわった図形の面積は、長方形や正方形に分けたり、引いたりして、面積の公式を使って求

められる。 
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板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学  

 

 

 

 

 

 

                  ○問面積を求めよう。 ○ま     

        

 

 

くつした型の図形の面積の 

求め方を考えよう。 

求め方を考えよう。 

 

長方形 

たて×横 

正方形 

一辺×一辺 

 

 

言葉 

 

式 

 

答え 

 

 

言葉 

 

式 

 

答え 

 

 

言葉 

 

式 

 

答え 

 
でこぼこした図形の面積は、長

方形や正方形に分けたり、引い

たりして、面積の公式を使って

求められる。 


